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【手続補正書】
【提出日】平成22年12月17日(2010.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路であって、
　直列接続された複数の方向性ポンプ段を含む第１の多段式チャージポンプ回路を備え、
　前記第１の多段式チャージポンプ回路は、第１の出力電圧を生成するために独立して動
作可能であり、
　直列接続された複数の方向性ポンプ段を含む第２の多段式チャージポンプ回路をさらに
備え、
　前記第２の多段式チャージポンプ回路は、第２の出力電圧を生成するために独立して動
作可能であり、
　あるときには、各々が独立して動作することによって生成できる電圧または電流よりも
大きな電圧または電流を有する協調的な出力電圧を協働して生成するために、前記第１の
多段式チャージポンプ回路を前記第２の多段式チャージポンプ回路へ結合するための手段
をさらに備え、
　前記第１の出力電圧、前記第２の出力電圧、および前記協調的な出力電圧のうちの１つ
は、前記第１の出力電圧、前記第２の出力電圧、および前記協調的な出力電圧のうちの他
の１つとは極性が反対である、回路。
【請求項２】
　前記第１の多段式チャージポンプ回路は、第１の動作モードにおいて、前記第１のチャ
ージポンプ回路の第１の出力ノードに正電圧を生成するよう構成可能であり、第２の動作
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モードにおいて、前記第１のチャージポンプ回路の第２の出力ノードに負電圧を生成する
よう構成可能である、請求項１に記載の回路。
【請求項３】
　第１および第２の電圧ノードと、
　前記第１の多段式チャージポンプ回路の一方の端部を、あるときには前記第１の電圧ノ
ードへ結合し、またあるときには前記第１の出力ノードへ結合する第１のスイッチ回路と
、
　前記第１の多段式チャージポンプ回路の他方の端部を、あるときには前記第２の電圧ノ
ードへ結合し、またあるときには前記第２の出力ノードへ結合する第２のスイッチ回路と
をさらに備える、請求項２に記載の回路。
【請求項４】
　第３の電圧ノードと、
　第３の出力ノードと、
　前記第２の多段式チャージポンプ回路の一方の端部を、あるときには前記第３の電圧ノ
ードへ結合し、またあるときには前記第３の出力ノードへ結合する第３のスイッチ回路と
、
　前記第２の多段式チャージポンプ回路の他方の端部を、あるときは前記第１および第２
の電圧ノードの一方に結合し、またあるときには前記第１および第２の出力ノードの他方
に結合する第４のスイッチ回路とをさらに備える、請求項３に記載の回路。
【請求項５】
　前記第１および第２の多段式チャージポンプ回路は、独立して動作する場合、両方が、
異なる大きさの正電圧または異なる大きさの負電圧を生成する、請求項１～４のいずれか
に記載の回路。
【請求項６】
　第１の動作モードにおいては、前記第１および第２の多段式チャージポンプ回路は、前
記協調的な出力電圧を生成するために協働し、
　第２の動作モードにおいては、前記第１および第２の多段式チャージポンプ回路は、独
立して動作し、一方は正の出力電圧を生成するとともに他方は負の出力電圧を生成する、
請求項１～４のいずれかに記載の回路。
【請求項７】
　ワードラインおよびビットライン、および前記ワードラインおよびビットラインに対し
て前記チャージポンプ回路に応答するサポート回路を有するメモリアレイをさらに備え、
　前記第１の動作モードにおいては、前記協調的な出力電圧が前記ワードラインおよびビ
ットラインのうちの特定のものと結合され、
　前記第２の動作モードにおいては、前記正の出力電圧および負の出力電圧の一方が、前
記ワードラインのうちの特定のものと結合され、前記正の出力電圧および負の出力電圧の
他方が、前記ビットラインのうちの特定のものと結合される、請求項６に記載の回路。
【請求項８】
　前記メモリアレイは、
　受動素子メモリセルを含む、請求項７に記載の回路。
【請求項９】
　方法であって、
　第１の動作モードにおいて、第１の多段式チャージポンプ回路の出力ノードに正電圧を
生成するステップと、
　第２の動作モードにおいて、前記第１の多段式チャージポンプ回路の他の出力ノードに
負電圧を生成するステップと、
　あるときには、第２の多段式チャージポンプ回路を、前記第１および第２の多段式チャ
ージポンプ回路が各々独立して動作することによって生成できる電圧または電流よりも大
きな電圧または電流を有する協調的な出力電圧を生成するために、前記第１の多段式チャ
ージポンプ回路と協働するように結合するステップと、
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　またあるときには、前記第１および第２のチャージポンプ回路が各々個別の出力電圧を
生成するように、前記第１および第２のチャージポンプ回路を独立して動作するステップ
とを備える、方法。
【請求項１０】
　前記第１の動作モードにおいて、前記第１の多段式チャージポンプ回路の第１の端部を
、第１の電圧ノードに結合し、前記第１の多段式チャージポンプ回路の第２の端部を、前
記第１の多段式チャージポンプ回路の第２の出力ノードに結合するステップと、
　前記第２の動作モードにおいて、前記第１の多段式チャージポンプ回路の第２の端部を
、第２の電圧ノードに結合し、前記第１の多段式チャージポンプ回路の第１の端部を、前
記第１の多段式チャージポンプ回路の第１の出力ノードに結合するステップとをさらに備
える、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２の動作モードのいずれか一方において、前記第１および第２の多段
式チャージポンプ回路は、それぞれの端部が並列に結合され、
　前記協働は、このような協働がない場合よりも、前記協調的な出力電圧に対してより大
きい出力電流をもたらす、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１および第２の動作モードのいずれか一方において、前記第１および第２の多段
式チャージポンプ回路は、その端部が直列に結合され、
　前記協働は、このような協働がない場合よりも、前記協調的な出力電圧に対してより大
きい出力電圧をもたらす、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１および第２の動作モードの他方において、前記第１および第２の多段式チャー
ジポンプ回路は独立して動作し、両方が、異なる大きさの正電圧または異なる大きさの負
電圧を生成する、請求項１１または１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１の動作モードにおいて、前記第１および第２の多段式チャージポンプ回路は、
前記協調的な出力電圧を生成するために協働し、
　前記第２の動作モードにおいて、前記第１および第２の多段式チャージポンプ回路は、
独立して動作し、一方は正の出力電圧を生成するとともに他方は負の出力電圧を生成する
、請求項９、１１および１２のいずれかに記載の方法。
【請求項１５】
　前記第１の動作モードにおいて、前記協調的な出力電圧を、メモリアレイのワードライ
ンおよびビットラインのうちの特定のものに結合するステップと、
　前記第２の動作モードにおいて、前記正の出力電圧および負の出力電圧の一方を、前記
ワードラインのうちの特定のものと結合し、前記正の出力電圧および負の出力電圧の他方
を、前記ビットラインのうちの特定のものと結合するステップとをさらに備える、請求項
１４に記載の方法。
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